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■市有財産の状況

区　　分 予算現額 収入済額 収入率
市　　 　税 135億 3,638 万円 84億 3,857 万円 62.3%
国からの収入 186億 6,220 万円 103億 4,560 万円 55.4%
県からの収入 30億 8,756 万円 5億 3,513 万円 17.3%
市　　 　債 79億 6,000 万円 0円 0.0%
その他の収入 46億 4,434 万円 26億 6,154 万円 57.3%
合　　 　計 478億 9,048 万円 219億 8,084 万円 45.9%

区　分 土　地 建　物
普 通 財 産 772,708㎡ 18,053㎡
行 政 財 産 3,571,373㎡ 254,533㎡
教 育 財 産 819,191㎡ 176,026㎡
合　　　計 5,163,272㎡ 448,612㎡

普通財産…事業用地の先行取得分や事業の代替地など
行政財産…庁舎や道路、公園など
教育財産…学校、公民館など
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■一般会計の執行状況

歳入

歳出

伊
賀
市
の
予
算
執
行
状
況
を
報
告
し
ま
す

市
の
財
政
状
況
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
予
算
に
対
す
る
歳
入
・
歳
出
の
執
行
状
況
な
ど
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
上
半
期
（
４
〜
９
月
）
の
予
算
執
行
状
況
（
９
月
30
日
現
在
）
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
表
示
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
の
で
、
予
算
書
の
金
額
（
千
円
単
位
）
と
一
致
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

予
算
執
行
状
況

区　　分 予算現額 支出済額 執行率
議　　会　　費 3億 9,698 万円 2億 1,919 万円 55.2%
総　　務　　費 65億 5,607 万円 19億 3,167 万円 29.5%
民　　生　　費 131億 1,283 万円 48億 3,743 万円 36.9%
衛　　生　　費 54億 9,747 万円 14億 8,601 万円 27.0%
労　　働　　費 4億 3,813 万円 1億 5,566 万円 35.5%
農　林　業　費 16億 3,602 万円 5億 4,765 万円 33.5%
商　　工　　費 5億 4,591 万円 2億 8,361 万円 52.0%
土　　木　　費 49億 7,859 万円 9億 8,953 万円 19.9%
消　　防　　費 14億 8,441 万円 6億 7,188 万円 45.3%
教　　育　　費 61億 9,945 万円 17億 9,369 万円 28.9%
災　害　復　旧　費 5億 6,330 万円 62万円 0.1%
公　　債　　費 64億 5,132 万円 31億 684万円 48.2%
予　　備　　費 3,000 万円 0円 0.0%

■市税の状況（滞納繰越分を含む）

区　分 予算現額 収入済額 収入率
市　 民 　税 51億 7,178 万円 29億 7,287 万円 57.5%
固 定 資 産 税 75億 6,950 万円 49億 4,542 万円 65.3%
軽 自 動 車 税 2億 2,528 万円 2億 1,807 万円 96.8%
市 た ば こ 税 5億 994万円 2億 7,607 万円 54.1%
鉱 　産 　税 11万円 6万円 51.6%
都 市 計 画 税 35万円 8万円 22.1%
入　 湯　 税 5,943 万円 2,602 万円 43.8%

たくさん土地や建物
があるから、維持管
理にかかる経費が多
くなるんだね。
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■市債の借入状況

■特別会計の執行状況
会計名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

国民健康保険事業 96億 1,969 万円 40億 4,637 万円 42.1% 39億 8,942 万円 41.5%
住宅新築資金等貸付 1億 6,615 万円 4,329 万円 26.1% 1億 4,273 万円 85.9%
駐車場事業 5,222 万円 2,402 万円 46.0% 1,239 万円 23.7%
介護保険事業 82億 9,132 万円 32億 5,326 万円 39.2% 35億 2,534 万円 42.5%
農業集落排水事業 25億 7,380 万円 3億 9,586 万円 15.4% 5億 5,780 万円 21.7%
公共下水道事業 9億 9,096 万円 3億 7,173 万円 37.5% 2億 8,852 万円 29.1%
浄化槽事業 4,533 万円 993万円 21.9% 406万円 9.0%
サービスエリア 1,532 万円 634万円 41.4% 275万円 18.0%
市街地再開発事業 44億 4,268 万円 454万円 0.1% 1,348 万円 0.3%
後期高齢者医療 9億 1,653 万円 2億 8,431 万円 31.0% 3億 2,201 万円 35.1%

財産区 島ヶ原財産区 2,976 万円 1,460 万円 49.1% 223万円 7.5%
大山田財産区 789万円 809万円 102.5% 80万円 10.1%
合　　　計 271億 5163万円 84億 6,234 万円 31.2% 88億 6,153 万円 32.6%

会計名 現在高
一 般 会 計 546億円
特 別 会 計 178億円
合　　　計 724億円

特
別
会
計

■公金（歳計現金・基金など）管理の状況

会計名 残　高
定  期  預  貯  金  107 億円
普　通　預　金 18億円
譲　渡　性　預　金 35億円
有価証券（国債ほか） 22億円
債　権　な　ど 30億円
土　　　　　　地 14,309.64㎡

　市では「公金管理運用基本方針」を定め
て、地方自治法に基づき、安全で確実である
ことを最優先にし、各金融機関の経営状況な
どを把握しながら公金の管理運用を行ってい
ます。
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は
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れ
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れ
前
年
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よ
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善
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で
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行
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取
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な
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院
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業
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収
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療
機
能
の
強
化
に
努

め
て
い
ま
す
。
二
次
救
急
医
療
を
担
う

総
合
病
院
と
し
て
再
生
を
図
る
た
め
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っ
て
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力
を
挙

げ
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い
る
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こ
ろ
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す
。

　
ま
た
、
今
後
、
新
庁
舎
建
設
事
業
な

ど
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
が
、
ム
ダ
を
省
き
、
次
の
世

代
に
で
き
る
限
り
負
担
を
残
さ
な
い
よ

う
、
さ
ら
な
る
財
政
の
健
全
化
に
努
め

る
所
存
で
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
理
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と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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【問い合わせ】　財政課　☎ 22-9608　℻   22-9694

市債：公園や道路などの多額の費用を要する公共施設は、そ
の費用を税金や国・県からの補助金だけでなく市債でまかなっ
ています。これは公共施設は現在の市民だけが利用するので
はなく将来にわたり多くの世代で利用するものであり、一度
に税金などでまかなうよりも市債を借りて長期にわたって返
済を行うことで、世代間の公平性を図ろうという考え方に基
づいています。なお、市債の償還額の一部は国からの地方交
付税措置があるため、市債残高のすべてが市の負担とはなら
ないよう、地方交付税措置が高いものを優先的に借りるよう
にしています。

■一時借入金はありません。


